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スとして機能性食品タンパク質 (α-LA， β-LG) を回収するプロセスを合成した。第 2 章では，構造形成反応が
比較的遅い基質タンパク質として，炭酸脱水酵素を用いた自発的な Refolding 反応について検討した。タンパク質の
Refolding を， (i) タンパク質の分子内相互作用による構造形成反応と (ii)分子間相互作用による凝集反応に分離して，
各反応を支配する因子およびその制御法について検討した。第 3 章では，各種のストレス負荷条件におけるタンパク
質の変性抑制やタンパク質の構造形成の促進に関与することが知られている HSP (GroEL, GroES) を対象として，
表面特性・特異的相互作用および機能について明らかにした。また， これらの知見に基づいて，水性二相抽出と
PEG 沈澱法の複合による HSP の高効率の分離生産プロセスを設計・開発した。最後に第 4 章では，以上の知見を総



















変化に伴う表面特性(特に疎水性)変化を，水性二相分配法を用いて定量すること， (2) タンパク質の自発的な Re­
folding 反応を(i) タンパク質の分子内相互作用による構造形成反応と (ü)分子問相互作用による凝集に分離して評価す
ること， (3)各種のストレス負荷条件におけるタンパク質の変性抑制やタンパク質の構造形成の促進に関与することが
知られているヒートショックタンパク質 (HSP ; GroEL, GroES) の表面特性，特異的相互作用および機能を定量
的に評価すること， (4)以上の知見を総合して，水性二相分配系における各反応成分，生成物および HSP の二相聞の
分配特性と HSP の機能を利用したタンパク質の Refolding プロセスの組み立て，を行った。
以上のように，本論文は水性二相分配系とヒートショックタンパク質の機能の複合により， Refolding と生成物の
分離・回収を同時に行える高効率的なタンパク質の Refolding プロセスを構築したものである o よって博士論文に値
するものと判定する。
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